
RedmineのUbuntu+Docker
構築への移行



自己紹介
 謝花旭（しゃはな あきら）
 某会計システムベンダーに所属（入社10年目）

 社内インフラ、社内システム開発等に従事。
 主な使用言語：C# / SQL / shell / JS 等
 兵庫県出身・在住、普段は大阪市の本社に勤務。

 Redmine管理者歴：6年
 2018年より現在の部署に異動し、それまでAccessで運用していた
バグ管理システムを全てRedmineに移行。

 それ以降管理側へ回り、構築、保守、プラグイン導入等を対応。
 現在、ほぼ1人で10以上の社内Redmineを管理・保守中。
 後輩にRedmineの管理・保守方法を伝授中。
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Redmineの用途

 既存製品のバグ管理（10PJ、合計で約15万チケット）

 社内インフラ資源の管理（15PJ、合計で約2万チケット）

 未発表プロジェクトの進捗管理（20PJ、合計で約1万チケット）

 各顧客の契約および製品の納品管理（500TR、合計で約5000チケット）

 各部署の進捗管理（5インスタンス、合計で約2000チケット）

このように、用途が多岐に渡るため12個のRedmineが乱立している。



チケット運用例



チケット運用例②



移行前からあった問題

 用途の違いによる理由から、各Redmineで適用しているプラグイ
ンが異なる。

 構築時期がバラバラで、当時の担当者が当時のノウハウで構築
しているため、構築方法やOSが異なる。

 全Redmineを網羅的に保守できる人間が自身1人しかいない。

 vSphereの更新コストが高く、今年にHyper-Vへの移行が決定。



移行要件

 既存のプラグインも互換性を保つようにし、機能を損ねないよう
にする。

 OSをUbuntu Serverで統一し、また、他のサーバーに移行する事
も考慮した構成にする。

 Redmineの保守内容を簡素化し、かつ形式知化する。

 期限はvSphereの契約が切れる1ヶ月前とする。



構築の検討

 ハードウェアの更新等、他のサーバーに移行する事も考慮する。
 スクラッチではなく、移行の容易なDockerによる構築を選択。

 Redmineの保守内容を簡素化し、かつ形式知化する。
 バックアップ取得等もあるため、それらを一括で行えるイメージが欲しい
    → dockerイメージとして、sameersbn / redmine を選択
 ウェブサーバーやバックアップ取得など欲しい機能が備わっており、
 プラグインのインストール等を除きカスタムイメージを作る必要がない。

 既存のプラグインも互換性を保つようにし、機能を損ねないようにする。
 この部分はカスタムイメージを作成する事で対応。



移行要件詳細①

 OSをUbuntu Serverで統一し、また、他のサーバーに移行する事
も考慮した構成にする。
 開発・リリースの歴史が長く、突然の開発停止の可能性が少ないと思われる。

 CentOS互換系のOS特有の機能を使わないため、CLIのOSでも良かった。

 Webクライアントとしてもシェアが大きいためナレッジが豊富。

 LTSの定期的な提供と2年単位での最新版提供により、常に最新の機能が使える。

 x86やARM等アーキテクチャを問わず稼働し、汎用性に優れる。

 CLIに慣れる事で、Linuxに対する耐性や知見を上げる。



移行要件詳細②

 Redmineの保守内容を簡素化し、かつ形式知化する。

 Redmineの保守にかかる各過程を、スクリーンショットを交えて記載。

 かつ、それらを以下に章分けし、目的の手順を探しやすくした。

 Ubuntu Serverの構築（インストーラ、パーティショニング、固定IP割当等）

 Dockerのインストール、各RedmineのDockerカスタムイメージ作成

 データ移行、運用後の保守

 ありがちなトラブル集と対策方法



Redmineの移行
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実際の移行作業①

 移行日までに行う事：移行可能な状態を作る。（約3週間）

 各Redmineの実態に即したdockerカスタムイメージを試作
 検証環境にカスタムイメージの作成およびRedmineのインストールを行い、動作確認。
 現在使用している機能やプラグインのインストール可否と運用における問題点を洗い出し、
その解決を行う。（特にLychee RedmineやFull Text Search等を念入りに実行）

 移行後環境にRedmineを作成
 移行後環境となるHyper-VにUbuntuインスタンスを作成し、そこに作成したdockerカスタ
ムイメージを移植し、データさえ入れれば移行OKとなるようにする。

 実際にデータを入れ、Redmineと連携している社内システムとAPIとの連携に問題がない
事を確認。



事前対応

 各Redmineの実態に即したdockerカスタムイメージを試作

 最初に（プラグインの互換性を鑑みて） Redmineのバージョンを決定。

 docker-compose.ymlにRedmineとDBの情報を記載しコンテナを作成。

 コンテナ作成後、コンテナにマウントするフォルダができるので、そこのpluginフォルダ
やthemesフォルダに各プラグインやテーマのフォルダを入れ、コンテナを再起動。



実際の移行作業②

 移行日当日に行う事：データを移植と接続先変更（1日）

 移行後環境に、前日までのデータを移植
 前日までのデータをSQLファイルとしてエクスポート→移行後環境にインポートし、DB
およびプラグインのマイグレーションを行う。（必要に応じてインデックスを作成）

 接続先を移行後環境に変更
 社内DNSサーバーにおける正引き登録を、移行後環境の各IPアドレスに変更。

 バックアップスクリプト適用および保存先の修正
 移行後環境においてバックアップおよびその保存をするようにする。



実際の移行作業③

 移行日以降に行う事：インフラのケア、トラブル対応（約2週間）

 プラグインのトラブルや動作不良に対する対応
 Lychee Redmineのガントチャートで日本語が表示されなかったり、View Customizeで改良
していた部分がうまく動作しなかった部分を改善。

 応答速度低下に対する対応
 応答速度が低いというクレームがあったため、インスタンスのスケールアップおよび

MySQL / MariaDBのconfigを修正し応答速度を改善。

 旧環境を完全に廃止
 バックアップとして残していた旧環境のインスタンスを削除し、完全移行終了。



事後対応

 プラグインのトラブルや動作不良に対する対応
 Lychee Redmineのガントチャートで日本語が表示されなかった

 日本語フォント（imagemagick fonts-takao-pgothic）のインストールで対応

 View CustomizeやAPIでカスタマイズしていた部分がうまく動作しなかった
 検証環境でJSのスクリプトをデバッグ（CORS違反対応やAPI連携部分の修正等）

 応答速度低下に対する対応
 インスタンスのメモリを32GB、CPUコア数を8コアにスケールアップ。
 MySQL Tunerを使用し、my.cnf のパラメーターを修正。

 具体的にはInnoDBメモリ領域拡大、スレッドキャッシュ、クエリキャッシュの有効化等。

 必要に応じてスロークエリを記録し、内容に応じた改善を行う。



実際に行って分かった注意点

 Full Text Searchは新しいMariaDBに未対応だったのでMySQLを採用
 予め検証環境にてリハーサルをした事が功を奏しました。

 Lychee Redmineのプラグインインストールで一時足踏み
 Lycheeカスタマーサービスで解決しました！

 Dockerに使うリソースも考えた上でハードウェアリソースを取る
 仮想マシンならスケールアップも簡単、かつDockerなので移植性にも優れる。

 課題：Redmineのバージョンによって使えないプラグインが出るので、

 今後は自力でメンテナンスできるようRubyを勉強中です。



Special Thanks

【いつもお世話になっています】
・Redmine.JP（https://redmine.jp/）

 Redmine.JP Blog（https://blog.redmine.jp/）
・Agileware（https://agileware.jp/）

 Lychee Redmine（https://lychee-redmine.jp/）
・SlideShareおよび他

 View customize pluginを使いこなす（onozaty）
 Redmineチューニングの実際と限界（Kuniharu, AKAHANE）
 netazone（Konei Nakamura）

https://redmine.jp/
https://blog.redmine.jp/
https://agileware.jp/
https://lychee-redmine.jp/
https://www.slideshare.net/slideshow/view-customizeplugin-62005780/62005780
https://speakerdeck.com/akahane92/redminetiyuningunoshi-ji-toxian-jie-redmine-performance-tuning
https://www.slideshare.net/netazone
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